
平
成

11
年

6
月
発
行
・
発
行
人
ャ
澤
貞
昭
●
編
集
人
窃
橋
紀
雄
●
発
行
財
回
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
根
典
財
団
〒
細
，
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6
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浜
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西
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み
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と
み
ら
い
3
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西
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大
日
本
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眸
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こ
れ
が

お持ちのカードとくらべてくださいII

~ 
「引き出す・預ける・振り込む」の

キャッシュカード

一
~ 「ショッピノクする」の

クレジットカード

~ 
「借りる」の

ローンカード

e 
ー"'-__,,, 「海外で預金を引き出す」の ― 

海外キャッシュサービス



上
／
マ
メ
ザ
ク
ラ
宮
土
山
周
辺
の
特
産
種
。
早
春

の
山
を
飾
る
。
下
／
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
丹
沢

の
も
の
は
葉
の
裏
に
毛
が
あ
る
の
が
特
徴
。
朕
密
に

は
ト
ウ
ゴ
ク
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
い
う
。
＊

＊
印
写
真
撮
影
／
城
川
四
郎

「］

丹
沢
の
樹
木

い
を

一え
じ

畏
ift写テ匿
．ク
代
、
戎
l
3
合斤―

v
り
フ
ヤ
沐
臼
1

、ーン[-ナ
盲
＞

た
我
l

洛
か
‘
つ
り
回
行
り
北
ば
り

丹
沢
て
は
、
標
高
お
よ
そ
八
百
＂い
ま
て
は
暖
帯
植

物
（
シ
イ
・
カ
シ
・
ツ
バ
キ
）
の
生
え
る
こ
と
の
て

き
る
シ
イ
・
カ
シ
帯
に
属
し
、
そ
れ
よ
り
高
い
山
域

は
温
帯
植
物
（
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
）
が
生
え
る
ブ
ナ

帯
に
属
し
ま
す
。
て
す
か
ら
、

山
麓
て
は
た
く
さ
ん

見
ら
れ
た
植
物
が
、
山
を
登
る
に
つ
れ
て
次
第
に
姿

を
消
し
、
山
麓
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
植
物
が
標
高

が
高
く
な
る
に
つ
れ
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
暖
帯
に
も

温
帯
に
も
適
応
て
き
る
エ
ゴ
ノ
キ
・
ウ
ツ
ギ
な
ど
の

よ
う
な
、
山
麓
て
も
山
頂
近
く
て
も
共
通
し
て
見
ら

れ
る
植
物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

丹
沢
に
は
、
分
布
上
注
目
す
べ
き
樹
木
が
数
種
類

あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
て
よ
く
目
に
つ
く
も
の
は
マ LJ 
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神
奈
川
県
の
西
北
部
に
は
、
千
ば
を
超
え
る
山
々

が
、
錯
綜
し
た
深
い
谷
に
隔
て
ら
れ
な
が
ら
不
規
則

お
お
や
ま

と

う

の

た

け

た

ん

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
か
ら
大
山
、
塔
ノ
岳
、
丹

問
‘
年
ぶ
‘
鵬
町
叫
衛
瞬
坦
な
ど
て
す
。
そ

さ
ん
か
い

の
山
々
の
集
ま
り
を
丹
沢
山
塊
と
い
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
親
し
み
を
こ
め
て
単
に
「
丹

沢
」
と
呼
び
ま
す
。
最
高
峰
は
蛭
ヶ
岳
て
、
標
高
は

さ
ん
ろ
く

一
、
六
七
三
”
い
て
す
。
丹
沢
の
山
麓
は
植
林
地
が
多

く
、
人
為
的
影
響
を
強
く
受
け
て
い
ま
す
が
、
上
部

は
自
然
が
豊
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
部
分

は
国
定
公
園
や
県
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
開
発
や
動

植
物
の
乱
獲
な
ど
を
厳
し
く
規
制
し
て
、
自
然
が
保

た
れ
る
よ
う
保
護
し
て
い
ま
す
。

メ
ザ
ク
ラ
と
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
て
す
。

マ
メ
ザ
ク
ラ
は
富
士
・
箱
根
を
中
心
と
す
る
神
奈

東
京
、

川

、

静

岡
、

は

花
を
下
向
き
に
羞
ず
か
し
げ
に
咲
く
の
て
オ
ト
メ
ザ

ク
ラ
（
昔
の
乙
女
？
て
す
）
と
も
い
い
、
ま
た
富
士
山

周
辺
に
多
い
の
て
フ
ジ
ザ
ク
ラ
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。

に
分
布
し
ま
す
。

き
は
だ

樹
肌
を
し
て
い
る
の
て
目
立
ち
ま
す
。

ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
は
関
東
以
西
の
太
平
洋
側

あ
か
か
っ
し
よ
く

サ
ル
ス
ベ
リ
の
よ
う
な
赤
褐
色
の

る
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
と
も
に
西
の
方
か
ら
束
へ
次
第
に

分
布
圏
を
広
げ
て
き
て
、

ヽ

ま
り

丹
沢
の
な
り
た
ち

千
葉
南
部
が
主
な
分
布
地
て
す
。

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
は
箱
根
て
止

ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
は
丹
沢
ま
て
到
達
し

ま
し
た
。
樹
肌
に
不
規
則
な
黒
す
じ
が
あ
る
こ
と
て

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
識
別
て
き
ま
す
。

キ
の
よ
う
な
花
を
つ
け
ま
す
。

n
 

よ
く
似
て
い

七
月
に
白
い
ツ
バ LJ 

3
 

2
 



上／ミヤコザサの道。鍋割山頂から少し下っ

た辺り。 ウワミズザクラ／谷の斜面などに多

く、花は葉とともに開〈。* I:: メウツギ／谷沿

いの産などで、 5月中ころに花を開く 。 ヤマポ

ウシ／秋には果実が赤く熟して食べられる。＊

左／二俣近くの落葉樹の林(

t
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山
9み

森
（
山
）
歩
き
は
、

一
人
て
出
か
け
ず
、
山
歩
き
の
経

験
が
豊
か
な
人
を
リ
ー
ダ
ー
に
グ
ル
ー
プ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
タ
イ
ム
は
歩
行
時
問
の
み
て
、

休
憩
や
食
事
の
時
間
を
合
ん
て
い
ま
せ
ん
。

樹
木
観
察
や
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
、
森
に
触
れ
な
が

ら
歩
く
に
は
、
約
3
倍
の
時
間
を
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
い
き
ま
し
ょ
う
。

•
t
t

コ
ー
ス

…
…
…
•

コ
ー
ス

＠

…
…
…
•

コ
ー
ス

®

F
．
~

尾
根
・
稜
線

n

道
路

11
・
沢
・
湖

J
 

翌路
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※
丹
沢
大
山
国
定
公
固
内
で
は
、
自
然
環
境
を
守

る
た
め
、
動
植
物
の
捕
獲
、
採
集
は
規
制
さ
れ
で

い
ま
す
。
特
に
、
特
別
保
護
地
区
内
で
は
動
植
物

の
捕
獲
、
採
集
の
一
切
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

□

丹
沢
の
森
歩
き

LJ

塔ノ岳；
．．尊仏山荘

1490.9. 

倉

ヽ

大g．
渋
沢

5
.
 

盈
誓

．p

ー

勘
七
ノ
沢
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ヽ

ー

…
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,'

歩
行

6
時
間

5
分

●
大
倉

S
二
俣

大
倉
バ
ス
停
か
ら
西
山
林
道
に
入
り
、

二
俣
を
目

指
し
ま
す
。

三
月
末
か
ら
四
月
の
初
め
こ
ろ
な
ら
キ

プ
シ
が
、
小
さ
な
鈴
を
連
ね
た
よ
う
な
幾
条
も
の
薄

黄
色
の
花
を
垂
ら
し
て
い
る
の
に
出
合
い
ま
す
。

五
月
中
旬
に
は
、
谷
の
こ
ち
ら
に
も
向
こ
う
に
も

ミ‘
‘ス
キ
が
枝
の
上
に
白
い
花
を
乗
せ
て
い
ま
す
。
白

い
プ
ラ
シ
の
よ
う
な
花
を
枝
先
に
た
く
さ
ん
つ
け
た

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
（
①
)
の
花
も
見
え
ま
す
。

崖
側
に

は
ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
（
②
）
が
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

五
月
末
か
ら
六
月
に
は
ウ
ツ
ギ
、
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
、

ッ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
が
白
い
花
を
に
ぎ
や
か
に
咲
き
連

ね
ま
す
。

谷
の
向
こ
う
に
は
ミ
、
ス
キ
に
代
わ
っ
て
ク
マ
ノ
ミ

ズ
キ
の
や
や
薄
黄
色
が
か
っ
た
花
が
見
え
ま
す
。
谷

じ
ゅ
か
ん

を
隔
て
た
遠
く
に
樹
冠
が
真
っ
臼
に
花
て
飾
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
（
③
）
て
す
。

●
小
丸
尾
根

か
ん
し
ち
の
さ
わ

こ
ま
る

勘
七
ノ
沢
を
渡
り
、
小
丸
分
岐
の
道
標
に
従
い
右か

ん

折
し
小
丸
尾
根
を
登
り
ま
す
。
登
り
始
め
て
す
ぐ
灌

ぼ
く木

の
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
（
④
)
が
あ
り
、
四
月
な
ら
白
い

花
を
、
秋
な
ら
赤
い
実
を
見
せ
て
く
れ
る
て
し
ょ
う
。

四
月
に
は
マ
メ
ザ
ク
ラ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
ダ
ン
コ

ウ
バ
イ
（
⑤
)
や
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
（
⑥
）
も
咲
い
て
い

ま
す
。
葉
が
出
れ
ば
そ
の
形
は
ま
っ
た
＜
遥
い
ま
す

丹
沢
の
樹
木
が
凝
縮

鍋
割
の
森

一
般
向
き

5
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嘔
・~-c' 

しー
C

,

1
i

豆
が
紋
賛
り
戸信
也

キ
ミ
／
箱
根
で
は
幹
が
這
（
は
）
う
の
／

E

嵐

対
し
丹
沢
で
は
立
ち
上
が
る
。

eダ‘

コ
ウ
バ
イ
／
葉
は
広
卵
形
（
こ
う
ら
ん
け
い
）
で
、
一
＿
＿つ
に
浅
く
裂
け
る
。
＊

ア
プ

ラ
チ
ャ
ン
／
幹
は
叢
生
（
そ
う
せ
い
）
す
る
。
0
ク
ロ
モ
ジ
／
つ
ま
よ
う
じ
を
つ
く
る

木
と
し
て
有
名
。
0
コ
ナ
ラ
／
ど
ん
ぐ
り
の
木
と
し
て
知
ら
れ
る
雑
木
林
の
代
表
0

0
ミ
ズ
ナ
ラ
／
コ
ナ
ラ
よ
り
寒
い
地
域
に
生
え
る
。

●
ア
セ
ピ
／
ア
シ
ピ
と
も
い

う
。
馬
や
鹿
が
食
ぺ
る
と
中
毒
す
る
の
で
馬
酔
木
と
書
く
。
万
葉
植
物
の

一
種
0

●

ダ
ケ
カ
ン
パ
／
低
山
か
ら
高
山
ま
で
生
え
る
。
丹
沢
に
は
少
な
い
。
c
プ
ナ
／
温
帯

に
生
え
る
樹
木
の
代
表
種
で
、
丹
沢
の
森
の
主
役
。
そ
の
存
在
が
自
然
度
の
指
標
に

な
る
。 一逗

．ヽ｀
匹

『

r 
＇ 

区
ベ 墨

w...... "" 
が
花
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
は
花
を

つ
け
て
い
る
枝
が
緑
て
、

す
。
ど
ち
ら
も
枝
を
ほ
ん
の
少
し
折
っ
て
匂
い
を
確

か
め
る
と
よ
く
似
た
香
り
が
し
ま
す
。

の
は
ク
ロ
モ
ジ
（
⑦
)
て
す
。

ま
ず
、

お
よ
そ
標
高
七
百
五
十
M
て
、

生
え
て
い
ま
す
。

は

樹
皮
が
剥
げ
ず
、

ア
プ
ラ
チ
ャ
ン
は
褐
色
て

こ
の
二
種
は
、

花
の
と
き
に
は
葉
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
c

羽
子
つ
き
の
羽
根
の
よ
う
に
花
の
上
に
立
て
て
い
る

若
い
葉
を

ク
ロ
モ
ジ
も
ダ
ン
コ
ウ

バ
イ
・
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
に
似
た
香
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
種
の
木
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

ざ
ん
が
い

登
山
路
の
中
間
点
に
休
憩
台
の
残
骸
が
あ
り
ま
す
。

暖
帯
植
物
の
コ
ナ
ラ

（
⑧
）
と
温
帯
植
物
の
ミ
ズ
ナ
ラ
（
⑨
）
が
隣
り
合
っ
て

両
者
は
似
て
い
ま
す
が
コ
ナ
ラ
は

薬
柄
が
あ
る
の
に
対
し
、

ラ
は
樹
皮
が
薄
片
に
な
っ
て
剥
げ
落
ち
、

ミ
ズ
ナ

葉
柄
が
な

（
ア
シ
ビ

・

い
こ
と
て
区
別
て
き
ま
す
。

五
月
下
旬
な
ら
常
緑
灌
木
の
ア
セ
ビ

⑩
)
が
満
開
て
す
。
稜
線
が
近
く
な
っ
た
こ
ろ
、
樹

林
の
な
か
に
、
シ
ラ
カ
バ
に
似
て
、
そ
れ
よ
り
赤
褐

色
が
か
っ
た
樹
皮
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
（
⑪
）
が
少
数
混
じ

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

●
鍋
割
山
稜

な
べ
わ
り
さ
ん
り
ぇ
う
｀

鍋
割
山
稜
登
山
路
に
出
る
と
小
丸
分
岐
の
道
標
が

は
な
た
て

あ
り
、
左
は
鍋
割
山
方
面
、
右
は
花
立
・
塔
ノ
岳
方

面
て
す
。
左
に
進
み
、
小
丸
を
過
ぎ
て
鍋
割
山
項
に

至
る
コ
ー
ス
は
ブ
ナ
を
主
と
し
た
樹
林
帯
て
す
。
ブ

ナ
の
大
木
（
⑫
）
が
低
く
枝
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
そ

の
姿
は
強
い
風
と
た
く
ま
し
く
闘
い
な
が
ら
生
き
抜

い
て
き
た
生
活
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

赤
褐
色
の
樹
皮
が
目
立
つ
の
は
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ

7
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n
城
川
さ
ん
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
u

●問い合わせ先

秦野市商工観光課

匹 0463(82)5111

神奈川中央交通卸秦野営業所

ff0463 (8 I) 1803 

鍋割山荘ほ理fさん）
合 0463(87) 3298 

土・日のみ営業。要予約

平日は3人以上まとまれば宿泊可。要相談。

珍ハ-~ 11'

ヒコサンヒメシャラ／樹肌には不規

則な黒い縞模様がある。 リョウプ／

樹肌がナッツパキに似て特徴的，夏に

開花〉 ウシコロシ／材が丈夫で、牛

の品環（はなわ）に用いた。＊

ャ
ラ
（
⑬
)
て
す
。
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
と
同
じ
よ
う

へ

い

か

つ

は

ん

も

ん

に
樹
皮
が
平
滑
て
、
不
規
則
な
淡
い
斑
紋
が
あ
る
の

は
リ
ョ
ウ
ブ
（
⑭
）
て
す
。
夏
に
白
い
花
を
つ
け
ま
す
。

鍋
割
山
項
へ
の
最
後
の
登
り
の
手
前
に
生
え
て
い

る
ウ
シ
コ
ロ
シ
（
⑮
・
別
名
カ
マ
ッ
カ
）
は
、
六
月

に
白
い
花
を
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
、
秋
に
は
赤
い

実
を
落
菜
の
あ
と
ま
て
残
し
ま
す
。

●
鍋
割
尾
根
S
二
俣

鍋
割
山
頂
て
展
望
を
楽
し
ん
だ
ら
鍋
割
尾
根
を
下

り
ま
す
。

色
て
す
。

四
月
は
マ
メ
ザ
ク
ラ
、

ッ
ジ
・
ミ
ツ
バ
ッ
ッ
ジ
（
⑯
)
、

が
人
り
混
じ
っ
て
咲
き
ま
す
。

五
月
な
ら
ヤ
マ
ッ

六
月
に
は

ニ
シ
キ
ウ

ツ
ギ
・
ア
ズ
マ
イ
バ
ラ
が
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

と
う
せ
き
し
ょ
く

ッ
ツ
ジ
の
花
は
橙
赤
色
、

ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
の
花
は
箇
状
て
、

ヤ
マ

ミ
ツ
バ
ッ
ツ
ジ
の
花
は
桃

赤
と
白

十
一
月
に
は
オ
オ
モ
ミ
ジ
や
ホ
ソ

エ
カ
エ
デ
（
⑰
）

うし
ろ
さ
わ
の

2
Jし

が
美
し
く
紅
葉
し
て
い
る
て
し
ょ
う
。
後
沢
乗
越
の

分
岐
に
祈
く
と
左
に
折
れ
、

ミ
ズ
ヒ
沢
を
渡
り
林
道
に
出
ま
す
。
六
月
な
ら
こ
の

林
道
の
山
側
に
灌
木
の
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
（
⑬
）
が
白
い
目

立
っ
た
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

路
の
分
岐

（二
俣）

や
が
て
植
林
地
を
経
て

に
至
り
、

や
が
て
小
丸
登
I

往
路
と
同
じ
コ

ー
ス

を
帰
り
ま
す
。

■

鍋
割
山
項
の
鍋
割
山
荘
に

一
泊
し
て
、

ゆ
っ
く
り

と
森
歩
き
を
楽
し
む
の
が
よ
い
て
し
ょ
う
。

小
田
急
線
渋
沢
駅

1
神
奈
川
中
央
交
通
パ
ス
15
分

1
大
倉
パ
ス

停
S
1
0分
1
西
山
林
遣
（
ー
時
間
1
分）

S
二
俣

S
1時
間
40
分

S
小
丸
分
岐

1
2
5分
1
鍋
割
山

1
3
5分
＼
後
沢
乗
越

s45分

S
二
俣
＼
ー
時
間
20
分

S
大
倉
パ
ス
停
S
往
路
を
戻
る

，
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ウメヴソギ／宮士山周

辺に限って分布する稀

（まれ）な植物。岩場に

生えるが、目立たない。,, 

刊 叩心i

〇 ミッパッッジ／春早くに花を

つけ、葉は花の後に出る。＊

〇 トウゴクミツバッツジ／葉が

出てから花を開くっ晩春の丹沢

を飾るo*

.
9
 ＇ 

？
 

ー主〗
〗
心

U
¥
illし↓
川中

0
：
ミ
ネ
カ
エ
デ
／
温
帯
ヲ
ナ
帯
）
に
生
え
る
。
＊

◎
コ

ハ
ウ
チ
ワ
カ
H

デ
／
温
帯
に
生
え
、
大
木
に
な
る
。
＊

R
ナ

ナ
カ
マ
ド
／
真
っ
赤
な
実
は
小

烏
の
大
好
物
で
す
。
＊

ヽ 伍、知知

シロヤシオの花。

き、
サ
ワ
グ
ル
ミ
／
湿
地
の
植
物
で
あ
る

が
檜
洞
丸
の
頂
上
に
あ
る
。
雲
霧
で

湿
度
の
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一 槍
洞
丸
分
岐
か
ら
槍
洞
丸
山
項
ま
て
の
道
、

じ
新
道
は
、

兄
ど
こ
ろ
の
多
い
コ

ー
ス
て
す
。

⑥
コ
ー
ス
の
み
ど
こ
ろ

①
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、

②
早
春
の
、

ア
カ
ガ
シ
な
ど
の
カ
シ
類
は
ゴ

ー
ラ
沢
出
合
付
近
か
ら
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
ブ

ナ
・
モ
ミ
・
ツ
ガ
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

淡
＜
萌
え
出
る
樹
林
の
な
か
に
ミ
ツ
バ

と
う
し
」
↓
v

ッ
ツ
ジ
（
①
）
が
桃
紫
色
の
点
景
を
添
え
ま
す
。

③
つ
つ
じ
新
道
上
部
の
檜
洞
丸
南
西
面
の
一
角
は
ト

ウ‘
‘コ
ク
ミ
ツ
バ
ッ
ツ
ジ
（
②
）
、

シ
ロ
ヤ
シ
オ
（
③
.

別
名
、
コ
ヨ
ウ
ッ
ツ
ジ
）
の
分
布
が
多
く
、
莉
月
末
ご
ろ

の
花
の
最
盛
期
に
は
、
天
上
の
楽
園
か
と
思
う
は
ど

に
見
事
な
景
観
に
な
り
ま
す
（
よ
く
咲
く
年
は
周
期

さ
び

的
て
、
花
が
淋
し
い
年
も
あ
り
ま
す
）
。

④
秋
に
は
青

い
空
を
背
景
に
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ

（
④
）
・
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
（
⑤
）
・
ナ
ナ
カ
マ
ド

（
⑥
）
な
ど
紅
葉
が
山
々
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

■

検
洞
丸
山
項
の
青
ヶ
岳
山
荘
に

一
泊
し
て
、
森
歩

き
を
楽
し
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。や

が

小
田
急
線
新
松
田
駅

（ま
た
は
J

R
御
殿
場
線
谷
峨
駅
）
＼
富
士

急
行
パ
ス
ー
時
問
10
分

（谷
峨
駅
か
ら
は
4
0
分
）

1
西
丹
沢
自
然

教
室
パ
ス
停
1
4
5分
＼
ゴ
ー
ラ
沢
出
合

S
つ
つ
じ
新
道

(
2時

間）

1
楢
洞
丸
（
ひ
の
き
ぽ
ら
ま
る
）

S
2
5分
1
熊
笹
ノ
峰
＼
ー

時
閉
10分
＼
犬
越
路
S
5
5分
ー
用
木
沢
出
合
S
2
5分
1
西
丹
沢

自
然
教
室
パ
ス
停
＼
往
路
を
戻
る

●
問
い
合
わ
せ
先

山
北
町
産
業
観
光
課

C
0
4
6
5
(
7
5
)ー
ー

2
2

富
士
急
行
腑
松
田
営
業
所

6
0
4
6
5
(
8
2
)
|
3
6
_

花
の
道
、
つ
つ
じ
新
道

つ
つ

健
脚
日
帰
り
コ
ー
ス

歩
行

5
時
間
40分
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1'lil 

璽

~ 
日 瓢ii

｀
 

」
右
ペ
ー
ジ
／
富
士
山
の
ピ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
塔
ノ
岳
山
頂
。

0
フ
サ
ザ
ク

ラ
の
河
辺
林
／
フ
サ
ザ
ク
ラ
は
河
原
や
谷
間
に
限
っ
て
生
え
る
。
早
春
、

花
が
咲
く
。

＠
用
木
沢
沿
い
の
プ
ナ
の
木
。
プ
ナ
の
下
し
」
ラ
タ
ケ
／
市

販
の
シ
メ
ジ
と
同
種
。
広
葉
樹
の
側
木
に
生
え
る
。

R
シ
ナ
ノ
キ
／
丹
沢

の
尾
根
で
は
、
プ
ナ
に
交
じ
っ
て
大
木
が
多
い
。

0
サ
ワ
シ
パ
／
左
の
葉
c

カ
パ
ノ
キ
科
の

一
種
で
、
暖
帯
上
部
か
ら
温
帯
に
多
い
。
右
の
葉
は
チ
ド

リ
ノ
キ
。
◎
ヒ
ロ
ハ
ッ
リ
パ
ナ
／
ま
だ
緑
の
少
な
い
時
期
に
、
葉
を
開
く
。

日匿！

, 5  
丹
沢
を
代
表
す
る
プ
ナ
林
、

ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
林
が
展
開

丹
沢
主
稜
の
森

●
用
木
沢
出
合
＼
犬
越
路

は
じ
め
は
河
原
を
歩
く
の
て
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
と
の

か
へ

ん

出
合
い
が
多
い
。
フ
サ
ザ
ク
ラ
は
河
辺
の
湿
地
に
分

布
し
、
オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
と

か

へ
ん
り

ん

よ

う

き

さ
ゎ

河
辺
林
（
①
）
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
用
木
沢
沿
い
の

道
に
、
標
高
は
ま
だ
ブ
ナ
帯
に
は
逹
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
か
な
り
太
い

一
本
の
ブ
ナ
（
②
）
が
、道
か
ら
河
原

に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
幹
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

い
ぬ
こ
え
じ

用
木
沢
を
離
れ
て
犬
越
路
ま
て
は
暗
い
谷
間
の
樹

林
て
、
こ
の
間
に
シ
イ
・
カ
シ
帯
か
ら
ブ
ナ
帯
へ
移

行
し
て
、
次
第
に
イ
ヌ
プ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ブ
ナ
が

増
え
て
き
ま
す
。

●
犬
越
路
＼
熊
笹
ノ
峰
＼
檜
洞
丸

い
よ
い
よ
丹
沢
ら
し
い
樹
相
が
展
開
し
ま
す
。
目

に
つ
く
大
き
な
木
は
プ
ナ
て
す
。
丹
沢
て
、
も

っ
と

も
代
表
的
な
樹
木
は
ブ
ナ
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
は
か
シ
ナ
ノ
キ
（
③
）
、
ケ
ハ
リ
ギ
リ
、
サ

ワ
シ
バ
（
④
）
、
ヒ
ロ
ハ
ッ
リ
バ
ナ
（
⑤
）
な
ど
が
険
し

い
尾
根
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
大
木
て
樹
肌
が
細
か
く
ひ
び
割
れ
て
い
る
の

が
シ
ナ
ノ
キ
て
す
。
ケ
ハ
リ
ギ
リ
は
大
木
に
な
る
と
、

樹
皮
が
松
の
よ
う
に
裂
け
て
い
ま
す
。
枝
に
は
た
＜

さ
ん
ト
ゲ
が
あ
り
、
ヤ
ツ
デ
の
葉
を
小
さ
く
し
た
よ

う
な
葉
て
、
裏
に
毛
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
ま
す
。

t

-—-• 

健
脚
ー
油
コ
ー
ス

歩
行

1
日
目
6
時
間
50分

歩
行

2
日
目
5
時
間

5
分
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丈知

＼ 
9戸

＼叫

/ 
石埠札様~

／
り
ウ

1
ヤ

〇ヒコサンヒメシャラ純林／丹沢では大木が見ら

れず、比較的細いものが多い。〇サラサドウダン／

花は枝の下に咲くので遠くからは目立たない,*

Rツルアジサイ／山麗には分布せず、プナ帯に生

える。左／マツノハマンネングサ／宮士山周辺に

分布し、プナのコケの生えたところなどに着生（ち

ゃくせい）する。

ウラジロモミの実。

●
檜
洞
丸
ー
臼
ヶ
岳
＼
蛭
ヶ
岳

う

す

が

た

け

臼
ヶ
岳
付
近
に
、
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
純
林

（
⑥
）
が
あ
り
、
日
本
て
の
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
林

の
東
限
に
な
り
ま
す
。
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
ヤ

し
ゅ
せ
き
し
ナ
く

マ
ッ
ツ
ジ
の
朱
赤
色
、
ミ
ツ
バ
ッ
ツ
ジ
、
ト
ウ
ゴ
ク

ミ
ツ
バ
ッ
ツ
ジ
の
桃
紫
色
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
白
色
、

さ

ら

さ

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
（
⑦
）
の
更
紗
模
様
な
ど
ッ
ツ
ジ
の

仲
間
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
て
し
ょ
う
。
ツ
ル

ょ

ア
ジ
サ
イ
（
⑧
）
は
高
木
に
巻
き
つ
い
て
攀
じ
登
り
、

高
い
と
こ
ろ
て
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

●
蛭
ヶ
岳
（泊）

S
丹
沢
山

S
塔
ノ
岳
＼
小
丸

蛭
ヶ
岳
山
頂
付
近
て
、
ブ
ナ
の
立
ち
枯
れ
が
多
く

目
に
つ
き
ま
す
。
十
年
は
ど
前
か
ら
大
気
汚
染
の
影

響
て
山
頂
付
近
の
ブ
ナ
が
枯
れ
、
ブ
ナ
の
芽
生
え
は

シ
カ
に
食
べ
ら
れ
て
は
と
ん
ど
生
育
て
き
な
い
と
い

う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ブ
ナ
林
を
守

し
ょ
く
せ
い
ほ
ご
さ
く

る
た
め
の
植
生
保
護
柵
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
な
さ
ゎ
の
ム
令

五
月
末
、
蛭
ヶ
岳
山
項
か
ら
棚
沢
ノ
頭
に
か
け
て
、

か

れ
ん

コ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
が
可
憐
な
花
を
つ
け
ま
す
。

秋

"
:
う
た
ん

に
は
そ
の
実
が
赤
く
熟
し
、
よ
く
見
る
と
瓢
蹴
の
よ

う
に
二
つ
の
実
が
く
っ
つ
い
て

い
て
興
味
を
そ
そ
り

ま
す
。
不
動
ノ
峰
に
は
シ
ロ
バ
ナ
フ
ウ
リ
ン
ツ
ツ
ジ

（
⑨
）
の
大
き
な
古
木
が
あ
り、

に
花
を
つ
け
ま
す
。

ッ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
、

ま
す
。

六
月
に
は
に
ぎ
や
か

丹
沢
山
て
は
六
月
に
ベ
ニ
バ
ナ

七
月
に
は
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
が
咲
き

注
意
す
れ
ば
ダ
ケ
カ
ン
バ
を
何
本
か
見
つ
け

＂e
．っ

が

ぱ

ば

る
こ
と
が
て
き
る
て
し
ょ
う
。
竜
ヶ
馬
場
て
は
七
月

に
フ
ジ
イ
バ
ラ
（
⑩
）
が
花
を
つ
け
ま
す
。

塔
ノ
岳
て
は
六
月
に
キ
バ
ナ
ウ
ツ
ギ
の
黄
色
の
化

き
ん
ひ

が
日
に
つ
き
ま
す
。
金
冷
や
し
か
ら
大
丸
に
向
か
う

15 14 



わ
た
し
と
丹
沢

春
は
ピ
ン
ク
色
の
ミ
ツ
バ
ッ
ッ
ジ
の
花
が
占
~

も

え

ぎ

い

ろ

呆
を
添
え
る
淡
い
萌
災
色
の
や
わ
ら
か
い
山
肌

う
っ
そ
う

に
心
を
和
ま
せ
、
夏
は
欝
蒼
と
し
た
深
緑
の
プ

ナ
の
林
て
林
緑
に
咲
く
ソ
バ
ナ
の
涼
し
げ
な
花

と
と
も
に
緑
陰
に
憩
う
。
秋
は
紅
葉
、
黄
葉
、

枯
葉
色
が
渾
然

一
体
と
な
っ
て
尾
根
か
ら
谷
を

彩
り
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
赤
い
実
が
青
天
に
輝
く

f
」

rぇ

美
し
さ
に
時
を
忘
れ
、
冬
は
抹
樹
の
梢
が
交
錯

し
つ
つ
天
を
剌
し
｀
と
き
に
は
白
銀
の
憔
界
と

化
し
た
尾
根
に
、
霧
氷
の
衣
に
飾
ら
れ
た
プ
ナ

の
群
像
が
並
び
立
つ
、
そ
の
自
然
の
厳
し
さ
に

い

け

い

農
敬
の
念
を
抱
く
。

城
川
四
郎

‘
 

丹
沢
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
、

を
演
出
し
、

ぎ
を
与
え
、

右上／塔ノ岳山頂からの眺め。上／蛭ヶ岳から丹沢

山への道。 Rシロパナフウリンツッジ／サラサドウ

ダンの白花（しろばな）の品種つこの種類と しては珍

しい大木が不動ノ峰付近にある。*@フジイパラ／

富士山周辺のプナ帯に多いが、その分布状況力中与異

的で注目される。 Rタンナサワフタギ／白骨のよう

な特異な樹皮で、覚えやすい樹種である。＊

自
然
の
美
し
さ

訪
れ
る
人
の
心
に
感
動
と
や
す
ら

と
き
に
は
甘
え
を
許
さ
ぬ
自
然
の

厳
し
さ
を
毅
然
と
し
て
体
現
す
る
。

け
い
け
ん

山
の
需
気
を
浴
び
て
、
敬
虔
な
Ill
心
い
と
躍
動

感
が
み
な
ぎ
る
よ
う
な
生
命
の
充
実
を
党
え
た

か
つ
て
の
深
山
幽
谷
の
雰
囲
気
が
、
今
は
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
の
は
い
か
に
も
寂
し
い
。
そ
れ
て

ふ
も
と

も
、
丹
沢
の
麓
に
住
み
、
丹
沢
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
し
て
植
物
や
キ
ノ
コ
を
学
ん
て
き
た
私
に
と

っ
て
、
月
沢
は
師
て
あ
り
、

え
る
は
ど
に
ど
の
山
よ
り
も
愛
希
が
深
い
。

母
な
る
山
と
も
言

●問い合わせ先

山北町産業観光課 fl0465(75) I 122 

津久井町産業経済課合042(784)1141 

神奈川県丹沢大山自然公園管理事務所 fl0463(8 I) 1421 

青ヶ岳山荘(jw,lil丸山T!V部此さん） fl042 (787) 2151 土・日・祝日のみ営業旦要予約，

蛭ヶ岳山荘ほヶ岳叫iV杉本さん） fl090 (2252) 3203 通年営業。予約が望ましい。

みやま山荘仔沢山山］夏／岩田さん） 合0463(88) 2144 土のみ営業。要予約3

尊仏山荘（塔ノ岳山頂／山岸さん） fl0463(88) 1113 通年営業。予約が望ましい。

※パスについては、 9ページ、 IIページをこ参照ください。

城川四郎（きがわしろう）／大正15年、福岡県生まれ。神奈川県植物誌詞

査会代表、神奈川キノコの会会長、元神奈川県立高等学校長3 主な著書

には 「神奈川県植物誌1988(共著）」、頃良の腰掛け類きのこ図鑑」、「きの

こ狩りを楽しむ木」などがある。 秦野市在住〉 一

イワシャジン

190坪 、武田久吉先生力丹沢で

採 集 さ ね 牧野富太郎先生が研

究し、発表されたっ丹沢の植物

研究の歴史的第一歩となった植

物である。＊

~ 
サガミジョウロウホトトギス

丹沢だけに特産する貴重植物。

1957年に発見された。＊

□

丹
沢
の
花

LJ 

鍋
割
山
稜
て
は
、
白
い
樹
肌
の
タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ

（
⑪
）
に
白
い
花
が
咲
き
、
秋
に
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
紅

葉
と
赤
い
実
を
楽
し
む
こ
と
が
て
き
ま
す
。

■

―
泊
プ
ラ
ン
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
コ

ー
ス

は
行
程
も
長
く
、
険
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
て
、
余

裕
を
持
っ
て
二
泊
三

nに
す
る
と
よ
い
て
し
ょ
う
。

檜
洞
丸
、
蛭
ヶ
岳
、
丹
沢
山
、
塔
ノ
岳
の
各
山
項
に

II小
屋
が
あ
り
ま
す
。

ゃ“

小
田
急
線
新
松
田
駅
（
ま
た
は
J

R
御
殿
場
線
谷
峨
駅
）
ー
富
士

急
行
バ
ス
ー
時
間

10分
(40
分）

1
西
丹
沢
自
然
教
室
バ
ス
停
S25

分
ー
用
木
沢
出
合

1
ー
時
間
15
分

1
犬
越
路

1
2
時
間
30
分

1
権
洞
丸

1
2時
間
40分
S
蛭
ヶ
岳
（
泊
）

1
ー
時
問

10分
1
丹

沢
山

1
5
0分
1
塔
ノ
岳

1
1
0分
S
金
冷
や
し

1
2
5分
＼
小
丸
分

岐
S

1
時
間

10分
ー
ニ
俣

1
西
山
林
道

(
1時
間
20分
）
1
大
倉

パ
ス
停
＼
神
奈
川
中
央
交
通
パ
ス
15
分

1
小
田
急
線
渋
沢
駅
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‘ 
平
成
四
年
に
、
闊
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振

興
財
団
王
催
の
第
四
回
商
業
従
業
者
海
外
派

遣
団
に
参
加
し
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ

リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、

S
C
O
T
T
S
（
ス
コ
ッ
ツ
）
の

本
社
て
あ
る
小
林
紙
工
株
式
会
社
に
働
い
て

い
ま
す
。
小
林
紙
工
株
式
会
社
は
、
小
売
店

の
包
装
用
紙
や
ネ
ー
ム
入
り
の
紙
袋
な
ど
、

包
装
用
品
を
扱
う
会
社
て
す
。

包
装
用
品
は
、
た
だ
包
む
だ
け
て
は
な
く
、

店
を
イ
メ
ー
ジ
づ
け
る
も
の
て
も
あ
る
と
思

う
の
て
す
。
バ
ー
バ
リ
ー
の
タ
ー
タ
ン
チ
ェ

個
性
が
際
立
つ
配
色
テ
ク
ニ
ッ
ク

上／色とりどりの雑貨があふれる店内つ中上／みなとみらいの地図をモチーフにした紙

袋。中下右／アイデアと意欲にあふれる小林さん。中下左／イギリステイストでまとめ

られた店の外祖し下／視察で、いちばん印象に残ったというイギリスの街並み。右から

2番目は、ロンドン、ピッグ・ペンの前で。他は、カムデン・ロック。

ッ
ク
の
よ
う
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
色
や

柄
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
て
す
か
ら
、
歴
史
が
あ
り
、
流
行
の

発
信
地
て
も
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
て
、
そ
の
色

使
い
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思
い
応
募
し

た
の
て
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
色
の
調
和
が
取
れ
た
美
し

い
街
並
み
や
、
道
行
く
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
ス
の
よ
さ
は
、
さ
す
が
て
し
た
。
ジ
ー

ン
ズ
に
セ
ー
タ
ー
と
い
う
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
姿

て
も
、
す
ご
く
カ
ッ
コ
イ
イ
の
て
す
。
色
の

使
い
方
が
う
ま
い
ん
て
す
ね
。
甚
本
的
に
は

同
系
色
て
ま
と
め
、
帽
子
や
ス
カ
ー
フ
な
ど

小
物
て
、
色
を
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
き
か
し
、
自

分
を
個
性
づ
け
て
い
る
ん
て
す
。

国
て
は
イ
ギ
リ
ス
が
印
象
的
て
し
た
。
帰

国
し
て
か
ら
、
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
ち
、
包

装
用
品
の
使
い
勝
手
を
考
え
る
た
め
、
桜
木

町
に
雑
貨
店
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
き
も
、

迷
わ
ず
ス
コ
ッ
ツ
と
名
付
け
た
は
ど
て
す
。

視
察
以
来
、
個
性
の
表
現
方
法
と
し
て
、

色
使
い
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た

の
て
、
店
舗
は
イ
ギ
リ
ス
と
み
な
と
み
ら
い

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
と
し
て
、
ネ
ー
ビ
ー
プ

ル
ー
（
濃
紺
色
）
と
赤
を
選
び
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
を
中
心
に
、
化

粧
小
物
や
バ
ッ
グ
、
菓
子
な
ど
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
ミ
ラ
ノ
の
プ
ル
ー
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匡／桜木町駅と野毛地区をつなぐ「の11ちかみち」。上左／日本丸横から新港地区への

如疇、汽車追みなとみらいのピル群を眺める絶好のスポットです。下右／この春か

ら、新巷地区で再始動を始めた大観覧車、コスモクロック21。下左／横浜銀行本店。 1 

階には、「はまぎんホールヴィアマーレ 」があります。

噴＼

~ 

小
林
紙
工
株
式
会
社
は
、
祖
父
が
野
毛
に

創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
縁

新
IBが
融
合
す
る
魅
力
的
な
街
に

ノ
・

マ
リ
（
皮
革
製
品
の
老
舗
）
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
参
考
に
、
店
内
‘
て
い
ち
ば
ん
目
に

つ
く
場
所
は
十
日
に

一
度
は
模
様
替
え
を
し
、

商
品
が
新
鮮
に
映
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
旅
行
の
際
、
地
図
が
記
念
に

な
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
み
な
と
み
ら

い
地
区
の
地
図
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
紙
袋
を

＇
っ
く
り
使
用
し
て
い
ま
す
。
ギ
フ
ト
用
の
箱

も
モ
ス
グ
リ
ー
ン
て
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
あ
し

ら
っ
た
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら

も
評
判
は
上
々
て
、
う
れ
し
い
限
り
て
す
。

も
あ
り
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
桜
木
町
駅
付

近
は
な
じ
み
深
い
と
こ
ろ
て
し
た
。

今
、
桜
木
町
駅
付
近
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
て
面
白
い
の

が
、
こ
の
四
月
に
開
通
し
た

「野
毛
ち
か
み

き

て

す

。
桜
木
町
駅
と
野
毛
方
面
を
つ
な

ぐ
地
下
道
な
の
て
す
が
、
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル

の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
て
す
。

野
毛
地
区
は
、
し
ゃ
れ
た
洋
食
屋
や
雰
囲

気
の
あ
る
バ

ー
が
あ

っ
た
り
と
、
古
く
か
ら

の
横
浜
の
様
子
を
色
濃
く
伝
え
て
い
ま
す
。

一
方
の
み
な
と
み
ら
い
は
、
近
未
米
的
な
街

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
同
じ
駅
て
、
右
へ

歩
く
か
、
左
へ
歩
く
か
て
街
の
様
子
が
こ
ん

な
に
違
う
な
ん
て
面
白
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

ロ
ン
ド
ン
に
行

っ
た
と
き
、
横
浜
と
似
て

い
る
と
感
じ
た
の
は
、
古
い
も
の
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
を
生
ん
て
い
く
点

て
す
。視

察
の
自
由
時
間
に
ロ

ン
ド
ン
郊
外
の
カ

ム
デ
ン

・
ロ
ッ
ク
と
い
う
、
古
い
レ
ン
ガ
辿

り
の
建
物
が
残
る
、
横
浜
に
よ
く
似
た
雰
囲

気
の
街
に
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。
古
い
建
物

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
す
ぐ
隣
に
、
流
行
を
生
み
出
し
そ
う

な
品
を
そ
ろ
え
た
店
が
述
和
感
な
く
並
び
、

よ
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

横
浜
に
も
古
い
建
物
が
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
建
物
を
活
用
し
、

古
い

も
の
と
新
し
い
も
の
が
融
合
し
て
、
他
の
都

市
に
は
真
似
て
き
な
い
、
ま
す
ま
す
魅
力
的

な
街
に
な
る
と
う
れ
し
い
て
す
ね
。

（談）

※
閲
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、

事
業
の

＿
つ
の
柱

と
し
て
平
成
元
年
よ
り
神
奈
川
県
の
商
業
従
業
者
の
方
を
対
象

に
「
神
奈
川
県
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
事
業
」
を
主
催
。

海
外

の
商
業
文
化
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
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一フリーダイヤルで気軽に「年金なんでも相談」

〈はまぎん〉年金テスク
I ±・BPMB(l)ご相談も受付中 I 

71/-ダイヤル ミ ミ ヨリ バン ク

函 0120-334-089
●相 談 受 付 8

祝 日、12月31日を除く毎日（ただし、 1月1日~3日、

5月3日~5日は休業させていただきます。）

●相談受付時問 ·9:00~17:00

F
ウ

ィ

ア

マ

ー

レ

・

サ

マ

ー

ポ

ッ

プ

ス

コ

ン

サ

ー

ト
」

の
ご
案
内 マ

イ
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ザ

●相 談内 容

「
ジ
ャ
ズ
・
ピ
チ
カ
ー
ト
」
や

「
パ
リ
の
空
の
下
」
な
ど
、

ア
メ
リ
カ
ン
ポ

ッ
プ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
名
曲
を
た

っ
ぷ

り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ

い。

日
時
●

7
月
17
日

午

後

6
時

30
分
開
演

会
場
●
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー

ル

ヴ

ィ

ア

マ

ー

＞

出
演
●
指
揮
／
外
山
和
彦

ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
／
。
ハ
ト
リ
ッ
ク
・
ヌ
ジ

ェ

管
弦
楽
／
神
奈
川
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

入
場
料
●

2
0
0
 
0
円

問
い
合
わ
せ
●
ヴ
ィ
ア
マ
ー

レ
ホ
ー
ル
事
務
室

6
0
4
5
(
2
2
5
)
2
1
7
3
 

＊「年金の請求はどのようにするのか」

＊「年金は何年加入すれぱ受給できるのか」

＊「年金はいくらくらい受給できるのか」

＊「働きながら年金を受給（在職老齢厚生年金）する

にはどうすればよいのか」

＊「年金と雇用保険（失業給付）との併給調整は」

＊「退職後の健康保険はどうなるのか」

など、お気軽にお問い合わせください。

※毎 週3回実施している「年金教李」の受付もできます

※年金に1児述した雇用保険制度、健康保険制度等についても
：：：相談できます。

ホ
ー
ル
全
景。

舞
台
形
式
か
ら
平
土
間
形
式
ま
で
、

タタ
様
な
設
定
が
可
能
で
す
。

は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
は
、
コン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な

ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず、

こ
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
あ
な
た
の

ステ
ー
ジ
と
し
て
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＿ 施設概要 一

横時 ヴ @ 5● 有 25料 ● ● ● 
浜-イ お 月休斗 万 の イ吏使 ホ
市
西 も

ア問 3館 tl円＾用用 l
。マ い 1日事 廿 料時ル

房4 I合 5 は 技゜金間

5 
レわ 日 月 別 術 基 客

念了↑t 胃畠乳百棗贔嚢
み 2ルお ＾増金金料 Is 
ら 5事申 祝料 は は金 22 I 

り子堕 し g金 I I豆9嘉
1~ 竺ゑ 雙孟名 日術で=
I 懇先 ＝し 3を門 月1J贔3江 品受万 3床：舞

浜羹 旦i阜暑金 畠
銀日 す円 に付用

歪 10
打 の エ • I, 整筏時

疋叔
4 

時年 ‘備，
1 始 6使゜

階 16 i用鹿

•

編
集
後
品

山
歩
き
は
、

日
ご
ろ
か
ら
体
調
に
気
を
配
る

習
慣
が
身
に
つ
き
、
健
康
維
持
に
効
果
の
あ
る

こ
と
が
、
昨
今
の
登
山
ブ
ー
ム
の
背
衆
に
あ
る

よ
う
て
す
。
し
か
し
「
も
う
少
し
自
然
や
樹
木

の
知
識
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
く
、
充
実
し

た
山
歩
き
が
て
き
た
の
に
…
・:
」
と
心
残
り
に

思
う
こ
と
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。

こ
の
小
冊
子
を
携
え
、
神
奈
川
に
残
さ
れ
た

豊
か
て
資
重
な
自
然
を
、
心
ゆ
く
ま
て
楽
し
ん

て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
丹
沢

の
森
と
自
然
は
、
私
た
ち
に
様
々
な
こ
と
を
語

り
か
け
て
く
れ
る
こ
と
て
し
ょ
う
。

残
念
な
こ
と
て
す
が
、
丹
沢
の
自
然
に
も
大

気
汚
染
の
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
科
学
と
物

質
文
明
の
た
だ
な
か
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
知

ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊

し
て
い
る
よ
う
て
す
。

一
人
ひ
と
り
が
充
分
な

準
備
と
と
も
に
自
然
を
守
る
大
切
さ
を
心
に
留

め
て
、
丹
沢
の
森
の
恵
み
を
心
と
か
ら
だ
て
存

分
に
学
受
し
た
い
も
の
て
す
。
自
然
と
の
調
和

の
中
て
心
豊
か
に
日
々
を
送
る
こ
と
は
、

私
た

ち
日
本
人
が
古
来
よ
り
育
ん
て
き
た
自
然
観
て

あ
り
、
人
生
観
て
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
揺
興
財
団

車
務
局
長

邸
橋
紀
雄
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